
RAと診断 
治療方針の決定 

効果不十分 経過良好 

その他各種検査 
治療方針の再検討 

（特に生物学的製剤の導入） 

薬物療法開始 
（生物学的製剤） 

薬物療法継続 

高槻赤十字病院 
☆臨床症状悪化時、CRP・ESR上昇時、副作用発生時には適宜、  高槻赤十字病院に連絡後、受診していただきます。 
☆治療効果および安全性を観察する為に、高槻赤十字病院で1ヶ月後、3ヶ月後、6ヵ月後、12ヵ月後、以後1年に1回 
   診察、検査をしていただきます。 

薬物療法開始 

呼吸器内科、消化器内科を受診し安全性確認 

ツ反（クォンティフェロン）検査実施 

希望により 
自己注射指導実施後に 
かかりつけ医へ 

場合により 
イソニアジド予防投与 

病診連携概要（既治療患者） 

高槻赤十字病院 

かかりつけ医 

かかりつけ医 
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